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The Diversification of Glutinous Rice Food as Cultural Resources 





Abstract  Traditional food has formed the foundation of areal cultural life and it is passed as customs 
of folk life. However，the system of manufacture and selling for traditional food keeps 
changing, which is affected by the fluctuation of the economics easily. This paper presents a 
case study of Urban Area in Jiangnan, China. From the findings of the fieldwork conducted 
in this area, this paper aims to portray the diversification of glutinous rice food as cultural 
resources by focusing on how the producers make and sell glutinous rice food. It will also 
discuss how the glutinous rice culture being in the urban area in the future. 
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写真 3：「八寶飯」    写真 4：水に保存される「年糕」 
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年間 300 品以上のモチ米食品を販売している。1994 年の
































































































































写真 9：「小元宵」     写真 10：「清明団」 
(「小円子」ともいう)    (「青団子」ともいう) 
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稲作にちなむ伝統食だったという。清の光緒 8 年(1882 年)
に編さんされた『蘇州府志』では、「二月二月食年糕,曰撑
腰」(訳：旧暦 2 月 2 日に、「年糕」を食用する。これは、
腰をしっかりさせるという。)と記載されている。稲作農





































写真 13：「撑腰糕」    写真 14：「神仙糕」 
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た。現在、旧暦 4 月の 1 ヵ月間において観前街の本店をは











































































の注記によると、宋以後は 12 月 24 日に定着されており、
明のころから 12月の本祭に加えて 6月 24日にも簡単な祭
を行われるようになり、後、さらに 6 月 4 日・14 日が増
やされたが、清代の例からみて、6 月の祭はおおむね南で

















写真 17：「缸頭糕」     写真 18：「萝卜団」 
蘇州の人々は、冬至を控えて、団子などの食品を贈答す
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写真 21：「黄天源」本店前に 写真 22：「敬老懇談会」に 







写真 23：「黄天源」の「重陽節」チラシ(2013 年バージョン) 
このようなイメージアップの宣伝方法を通して、「重陽
糕」の前売り期間は、当初の「重陽節」3 日前から、7 日、




















れることになった。その後、2001 年 2 回目の開催では、
蘇州市地元のほか、上海市と浙江省の同業者にも出展して
もらって、モチ米食品業界のトップ企業として認識される
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           （受理 平成 26 年 3 月 19 日） 
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